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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：細胞質、核。この遺伝子は、アポトーシス抑制タンパク質ファミリーに属するタンパク質をコードしています。このファミリーのメンバーは、バキュロウイルスIAPリピートと呼ばれる保存モチーフを共有しており、これが抗アポトーシス機能に不可欠です。このタンパク質は、腫瘍壊死因子受容体関連因子TRAF1およびTRAF2への結合を介して機能し、強力なフリーラジカル誘導因子であるメナジオンおよびインターロイキン1β変換酵素によって誘導されるアポトーシスを阻害します。また、このタンパク質は、細胞死プロテアーゼであるカスパーゼファミリーの少なくとも2つのメンバー、カスパーゼ3およびカスパーゼ7を阻害します。この遺伝子の変異は、X連鎖リンパ増殖症候群の原因です。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。この遺伝子の擬似遺伝子は2番染色体と11番染色体に存在する。[RefSeq提供、2011年2月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	3T3-L1細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をXIAPウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

